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   This report deals with a rare case of mixed adenoma of the ,urinary bladder occurred in 
a 45 years old Japanese female. 
   The tumor located at the inner-upper portion of the left ureteral orifice, and weighed 
45 gm.  (6x5x  4 cm.), and showed urachal, enteric and endometrial epitherial components. 
   The domestic literatures were reviewed and cases of bladder adenoma so far reported 
have been tabulated, but none of them was such mixed adenoma.
　　　　　　　　 緒 　 　　言
　膀胱 腫瘍の うち,最 も多 い ものは上皮性腫瘍
であ り,そ の中で も乳頭腫お よび癌腫 は しば し
ばみ られ るが,腺 腫は非常に稀 であ り,発 生学
的に も興味あ るもので ある.わ れわれ は最近 そ

















現症:体 格栄養ともに中等度,可 視粘膜 に 貧血 な
く,頸部淋巴腺の腫脹を認めない 胸部に打 ・聴診上
異常はない,腹部は脂肪に富み軟 く,下腹部正中線上




尿所見:黄 褐色清澄・酸性・ 蛋白弱陽性.赤 血 球
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(一),白血球(+),上 皮(一),塩 類(一),細 菌
(+).

















































































を認めた.そ して1)か なり大 きい腫瘍である
の に 殆んどこれ という臨床的症状がない,2)















膀胱 は発生 学的には内胚葉 と中胚葉 とか らで
きた もので,膀 胱 に認め られ る腫瘍 の中には胎
生学 的に密接 な関係に ある近接臓器 の形態学 的
な性 格を示す ものが ある.す なわ ち,内 胚葉性
Potencyとして,尿 膜管 あるいは膀胱 上 皮 よ
りな る腫瘍を,そ して中胚i葉性Potencyとし
て筋 肉組織,腎 組 織構 造,子 宮内膜構造 な らび
にその他 中胚 葉組 織構 造 よりな る腫 瘍 を 認 め
る.FriedmanandAshはこれ らを 第1表 の
ごとく配列記載 し,さ らに膀胱 の腺腫 を
1)Enteric(Uracha1)adenoma,2)Endo-
metrialadenoma,3)Nephrogenicadenoma,
な らびに上記のadenomaに 分 類 し得 な いも
の,混 合 型お よびPrimitivemesothelialco-
mPonentを示 す ものを 一 括 して4)Mixed
hamartomaの4種に分 類 した.
われ われ は膀胱上皮 の化生 能力に よる複雑 な
構造 の腺腫 の存在 を理解 す る上 に,彼 等 の配列
および分類が臨床 的に も妥 当かつ有 用な もの と
考 え る次第 であ る.
2.膀胱腺腫の病理発生
膀胱腺腫 の 病理発生に関 してはdysontoge-
neticなもの とhyperplasticたもの とが考k
られ る.前 者 の 代表 が 尿膜管腺腫 であ り,後
者に属す るものが膀胱上皮 か ら発生 した真 の膀
胱腺腫 である.そ の発生過程 として,Mostofi
は膀胱 上皮が 立方或 は 円柱上皮化生 を 起 した
後,あ るいはBrunnの 上皮巣形成か ら腺性膀
胱 炎,さ らには粘液を含む腺形成 をへ て腺腫 に
いた ると述べ てい る.し か しこれ を腺腫 と認 め
ない立場 もあるこ とは上述 した通 りであ るが,
FriedmanandAshは腺 腫 と増殖性膀胱炎 は
腸 管様上皮の多少 によ りほ とん ど区別 しうると
第1表FriedmanandAsh(1959)にょる膀 胱



































.3,自験例 につ いての考 察
膀胱 の腺腫 の発生 には,dysontogeneticな
もの も・hyperplasticなもの も,い つれ も 膀
胱上 皮の化生能力 が大 ぎ く関与 してい る.
本例にお いては,移 行上皮 よ り腸管 上皮様上
皮へ,さ らに繊毛 円柱 上皮へ の移行 がみ られた
ことか ら,こ れ らの上 皮が同一母組織 より発生
して きた もの であ ると考 えたい.
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第2表 膀 胱 腺 腫 の 本 邦 例

























































膀 胱 頸 部 後 壁 鷲
内 尿 道 口















膀 胱 三 角 部 の 後 方11.。。.,。.,1排尿 痛.頻 尿 腺
　
161内
♀i左 尿 管 口 の 内後 方6.0×5.0×4.0頻
ll
膀 胱 頂 部!2.8×3.5×4.0排尿 痛 ・頻 尿
膀 胱 頂 部1胡 大 排 尿 痛
膀 胱 頂 部2.5×2.・×i,3i血 尿
膀 胱 頂 部 前 の 左 側i3.0×1.2×1.5排尿 痛










混 合 型 腺腫
ところで本例が尿膜管遺残上皮より発生した
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上灘 赫 窮 警 謙 膜上皮と移行
